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本の既婚カップルの出生数は 2 人程度だったので（国立社会保障・人口問題研究所 2015），









 2018 年 3 月に実施したオリジナルインターネット調査「出産意識調査」を分析対象デー

























７値の選択肢（とても A、A,やや A、どちらともいえない、やや B、B、とても B）から１
つを選んでもらったものを用いた。満足遅延耐性については、「お金の考え方について続
けてうかがいます。お金を必ずもらえるとの前提で、 （A）今 10 万円をもらう、（B）1
年後に 11 万円をもらう、という 2つの選択があったとしたらあなたのお考えは、（A)
（B)どちらの考えに、どの程度あてはまりますか。もっとも近いものをひとつだけお知ら
せください。【【Ａ】今 10 万円をもらう  【Ｂ】1年後に 11 万円をもらう】）という設
問に対して同じく７値の選択肢で聞いたもの。 
















戦後の日本社会では子どもは 2 人（または 3 人）という選択が長い間、最も一般的な選
択であるとみなされてきた。たとえば国立社会保障・人口問題研究所（2015）によれば過去
40 年の夫婦の平均予定子ども数はその間ずっと 2 人（より少し多い）である。つまり、2 人













の」という 2 極が存在するとしたら、前者が慣習的に広く受け入れられてきたといえる。 
このことから、特に「死」に対して慣習的な態度を持つ人は（安楽死に賛成はしない）、
予定子ども数についても慣習的な選択（2 名または 3 名）をするのではないかと予想した。 
 
表１：安楽死に対する態度と予定するこども数 
 予定する子ども数 合計 
 0人 1人 2人 3人以上  
 賛成 度数 110 263 350 29 752 
  14.6% 35.0% 46.5% 3.9% 100.0% 
調整済み残差 5.3 1.9 -4.3 -1.5   
やや賛成 度数 57 255 464 36 812 
  7.0% 31.4% 57.1% 4.4% 100.0% 




度数 34 131 240 31 436 
  7.8% 30.0% 55.0% 7.1% 100.0% 
調整済み残差 -1.8 -1.2 1.1 2.6   
合計 度数 201 649 1054 96 2000 






























ども数について 0 人を選ぶ人が多く、2 人や 3 人を選ぶ人は少ない。一方で、「どちらとも















0人 1人 2人 3人以上  
 賛成 度数 41 59 86 2 188 
  21.8% 31.4% 45.7% 1.1% 100.0% 
調整済み残差 5.6 -0.3 -2.0 -2.5   
やや賛成 度数 43 143 142 9 337 
  12.8% 42.4% 42.1% 2.7% 100.0% 




度数 117 447 826 85 1475 
  7.9% 30.3% 56.0% 5.8% 100.0% 
調整済み残差 -5.3 -3.4 5.0 3.4   
合計 度数 201 649 1054 96 2000 







ども数 0 人を選ぶ割合が高く、2 人を選ぶ割合が低くなっていた。一方で、「どちらともい
えない～反対」を選んだ人は、0 人を選ぶ割合が低く、2 人や 3 人を選ぶ割合が高い。 
つまり、（自らの死だけでなく）胎児の死に関しても選択可能であると考える人は少ない
子ども数を選ぶ傾向にあった。一方で、選択に躊躇する、または選択すべきではないと考え














0人 1人 2人 3人以上  
 賛成 度数 66 113 136 12 327 
  20.2% 34.6% 41.6% 3.7% 100.0% 
調整済み残差 6.7 0.9 -4.4 -1.0   
やや賛成 度数 49 188 291 20 548 
  8.9% 34.3% 53.1% 3.6% 100.0% 
調整済み残差 -1.0 1.1 0.2 -1.5   
どちらともい
えない～反対 
度数 86 348 627 64 1125 
  7.6% 30.9% 55.7% 5.7% 100.0% 
調整済み残差 -4.1 -1.6 3.1 2.1   
合計 度数 201 649 1054 96 2000 









る子ども数は 0 人や 1 人を選ぶ割合が高く、2 人を選ぶ割合が低い。「どちらともいえない













0人 1人 2人 3人以上  
 賛成 度数 84 188 217 20 509 
 16.5% 36.9% 42.6% 3.9% 100.0% 
調整済み残差 5.6 2.5 -5.3 -1.1   
やや賛成 度数 70 248 399 26 743 
 9.4% 33.4% 53.7% 3.5% 100.0% 




度数 47 213 438 50 748 
 6.3% 28.5% 58.6% 6.7% 100.0% 
調整済み残差 -4.3 -2.9 4.1 3.0   
合計 度数 201 649 1054 96 2000 













い、やや B、B、とても B）の中から１つを選んでもらったものを 3値にリコードして用いた






0人 1人 2人 3人以上  
 伝統や慣習は大切に守っ
ていくべきである 
度数 36 206 391 37 670 
 5.4% 30.7% 58.4% 5.5% 100.0% 
調整済み残差 -4.9 -1.2 3.6 1.1   
どちらともいえない 度数 54 123 195 16 388 
 13.9% 31.7% 50.3% 4.1% 100.0% 
調整済み残差 2.8 -0.4 -1.1 -0.7   
時代にあわない伝統や慣
習は見直すべきである 
度数 111 320 468 43 942 
 11.8% 34.0% 49.7% 4.6% 100.0% 
調整済み残差 2.4 1.4 -2.6 -0.5   
合計 度数 201 649 1054 96 2000 




































































いう意見について、７値の選択肢（とても A、A,やや A、どちらともいえない、やや B、B、
とても B）から１つを選んでもらったものを 3値にリコードしたものを用いた（「とても A」
と「やや A」とを合併し、「とても B」と「やや B」とを合併した）。 
結果としては、自己効力感と出生意欲とは関連があった。「人生は自分の思い通りに動か
すことができる」と考える人は予定する子ども数について、0 人や 1 人を選ぶ割合が低く、
2 人や 3 人以上を選ぶ割合が高い。一方で、「どんなにやってみても自分の人生が変えられ









0人 1人 2人 3人以上  
 人生は自分の思い通りに動か
すことができる 
度数 68 282 578 59 987 
 6.9% 28.6% 58.6% 6.0% 100.0% 
調整済み残差 -4.6 -3.7 5.2 2.4   
どちらともいえない 度数 68 174 228 24 494 
 13.8% 35.2% 46.2% 4.9% 100.0% 
調整済み残差 3.2 1.5 -3.4 0.1   
どんなにやってみても自分の
人生が変えられない 
度数 65 193 248 13 519 
 12.5% 37.2% 47.8% 2.5% 100.0% 
調整済み残差 2.2 2.7 -2.6 -2.8   
合計 度数 201 649 1054 96 2000 







0人 1人 2人 3人以上  
 今 10万円を貰う 度数 69 184 280 21 554 
 12.5% 33.2% 50.5% 3.8% 100.0% 
調整済み残差 2.2 0.5 -1.2 -1.3   
どちらともいえない 度数 24 42 62 2 130 
 18.5% 32.3% 47.7% 1.5% 100.0% 
調整済み残差 3.3 0.0 -1.2 -1.8   
1年後に 11万円を貰う 度数 108 423 712 73 1316 
 8.2% 32.1% 54.1% 5.5% 100.0% 
調整済み残差 -3.8 -0.4 1.7 2.2   
合計 度数 201 649 1054 96 2000 





（A）今 10 万円をもらう、（B）1年後に 11 万円をもらう、という 2つの選択があったと
したらあなたのお考えは、（A)（B)どちらの考えに、どの程度あてはまりますか。もっとも
近いものをひとつだけお知らせください、という設問に対して７値の選択肢で聞いたもの
（とても A、A,やや A、どちらともいえない、やや B、B、とても B）を３カテゴリにリコー
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